
祖父・鈴木貫太郎 孫娘が見た、終戦首相の素顔 

『カクキューの八丁味噌を愛した著名人』 

～ 正宗 得三郎（まさむね とくさぶろう） ～ 

 

1883年（明治 16年）～1962年（昭和 37年） 岡山県出身。洋画家。 

 

1902年（明治 35年）画家を志し東京美術学校（後の東京芸術大学）西洋画科に入学

し、在学中より青木繁グループに属す。 

 

1909 年（明治 42 年）文展入選。その後ヨーロッパに渡り本場の西洋絵画を学び二科

会会員となり活躍しました。 

 

1947 年（昭和 22 年）解散した二科会に代わり、熊谷守一、宮本三郎ら仲間と二紀会

を結成しました。晩年は富岡鉄斎の研究を行ないました。小説家の正宗白鳥は実兄

にあたります。 

 

当社史料室には昭和時代に正宗得三郎に味噌をお送りした記録が残っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正宗得三郎へ八丁味噌を発送した記録（昭和 5 年 12 月 14 日） 

〔昭和 5～6 年の「荷物発送簿」より〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正宗得三郎へ八丁味噌を発送した記録（昭和 11 年 12 月 26 日） 

2026.6.10 


